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研究成果の概要（和文）：これまでの科学哲学ではあまり中心的に扱われてこなかった、地球惑星科学の歴史・哲学に
関する基盤研究を行った。第一班：地球惑星科学の方法論、第二班：地球惑星科学の科学史、第三班：科学の科学、と
いう３つの班による研究成果は、Nagoya Journal of Philosophyの10号,11号に論文集として公刊された。

研究成果の概要（英文）：This research has produced fundamental studies on the history and philosophy of ea
rth and planetary science in Japan. The three groups - (1) methodology of earth and planetary science, (2)
 history of earth and planetary science, (3) science of science - have published collected essays in Nagoy
a Journal of Philosophy vol.10, and vol.11.
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１．研究開始当初の背景 
個別科学の哲学が進んでいるなか、生物学や
心理学を対象とした科学哲学は日本で盛ん
になっているが、地球科学（地球惑星科学）
を対象とした科学哲学は、国内外でも盛んで
ないというのが現状であった。 
 
２．研究の目的 
地球惑星科学に特有な方法論の探求、日本で
地球惑星科学が生まれた背景の調査、地球惑
星科学による「科学の科学」の構築、という
３つの柱を目的とした。 
 
３．研究の方法 
研究を３つの班に分けて並行して進めた。第
一班：地球惑星科学の方法論、第二班：地球
惑星科学の科学史、第三班：科学の科学、が
それに該当する。 
 
４．研究成果 
研究成果は毎年の地球惑星科学連合で口頭
発表・ポスター発表されたほか、Nagoya 
Jouranal of Philosophy の「特集：地球惑
星科学の科学史（1）」「特集：地球惑星科学
の科学史（2）」において公刊された。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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2012, pp.87-99. 
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vol.10, 2013, pp.4-24. 
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16.吉田茂生・中尾央・熊澤峰夫, 地球惑星
科学におけるモデル, 地球惑星科学連合大
会, 2012.5, 幕張メッセ 
 
17.Toshihiro Yamada, Quakes and queries: 
two Japanese geologists/geographers 

constructing geotectonic theories 
1891-1929, 34th International Geological 
Congress, 2012.8, Brisbane, Australia 
 
18.矢島道子, 日本の地質調査所の創設, 地
球惑星科学連合大会, 2013.5, 幕張メッセ 
 
14.吉田茂生, 科学計量学的手法を援用した
内核研究史, 地球惑星科学連合大会, 2013.5, 
幕張メッセ 
 
15.青木滋之・山田俊弘・矢島道子ほか, 地
球惑星科学史をどう書くか- ウィッグ史観
の功罪, 地球惑星科学連合大会, 2013.5, 幕
張メッセ 
 
16.山田俊弘, 『地球の科学』(1946-1950)に
みる戦後日本の地学教育の発進過程, 地球
惑星科学連合大会, 2013.5, 幕張メッセ 
 
17.戸田山和久, リスクと科学哲学の中心問
題, 地球惑星科学連合大会, 2013.5, 幕張メ
ッセ 
 
18.野内玲・熊澤峰夫, 科学の動態のモデ
ル：科学のロバストネスの説明, 地球惑星科
学連合大会, 2013.5, 幕張メッセ 
 
19.中尾央・太田陽・熊澤峰夫ほか, 現代人
的行動の進化と科学の進化, 地球惑星科学
連合大会, 2013.5, 幕張メッセ 
 
20.Shigeyuki Aoki, Earth science before 
the plate tectonics revolution in Japan, 
24th International Congress of History, 
Science, Technology and Medicine, 2013.7, 
Manchester University, UK 
 
 
〔図書〕（計０件） 
 
〔産業財産権〕 
○出願状況（計０件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
出願年月日： 
国内外の別：  
 
○取得状況（計０件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
取得年月日： 



国内外の別：  
 
〔その他〕 
ホームページ等 
科研費のホームページは作成していない。 
 
６．研究組織 
(1)研究代表者 
 青木 滋之（Shigeyuki, AOKI） 

会津大学・コンピュータ理工学部・准教授 
 研究者番号：５０５６９０６９ 
 
(2)研究分担者 
 吉田 茂生（Shigeo, YOSHIDA） 

九州大学・理学研究院・准教授 
 研究者番号：５０２６２０８５ 
 
 伊勢田 哲治（Tetsuji, ISEDA） 

京都大学・文学研究科・准教授 
 研究者番号：８０３２４２６７ 
 
 戸田山 和久（Kazuhisa, TODAYAMA） 

名古屋大学・情報科学研究科・教授 
 研究者番号：９０２１７５１３ 
 
(3)連携研究者 
熊澤峰夫（Mineo, KUMAZAWA） 

 名古屋大学・環境学研究科・名誉教授 
 研究者番号：６００２２５７１ 
 
渡邊誠一郎（Sei-ichiro WATANABE） 
名古屋大学・環境学研究科・教授 

 研究者番号：５０２３０９６７ 
 
 矢島道子（Michiko YAJIMA） 
 東京医科歯科大学・教養部・非常勤講師 
 研究者番号：００４０１３５７  
 
 


